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□　はじめに
本計画に着手した2007年、中越地震により被災した山古志
は、復旧から復興への転換期に入り、生活・産業・観光の機能
を取り戻そうとしていた。地震では、多くの闘牛も死に絶えた。
しかし、関係者の伝統復活を新しい形で実行しようとする強
い気持ちには、すこしもゆるぎがなかった。
この事業の上位コンセプトには、牛の角突きによる「伝統と歴
史を高める」と「地域活性を進める」という大義があった。
＊＊＊
山古志闘牛場リニュ アールに際し、何ができ、何をすべきか、
長い検討期間を要した。
闘牛運営者からは、２つの要望「雨をしのぐ場所が必要」と
「観客数の増加を見込みたい」が出された。それは具体的な
目標になったが、 てし討検をムード型候天全「、はで階段想構
もらいたい」という要望もあった。一方、市から提示された予
算は、高級住宅1軒分ほどでしかなかった。何ができ、何をす
べきか。美しいブナ林に囲まれた神 し々い闘牛場を前にして、
何も手を加えない方がいいかもしれない、という焦燥も感じた。
何度も綿密に「案と設計と積算」の間を往復した。山での難し
い工事にもかかわらず、総工費を1億2千万円（税込・歌碑は
含まず）に抑え、工事も4ヶ月かからずに竣工した。
リニュ アールの主たる内容は以下のとおりである。
１　アプローチ坂道のメモリアル・ギャラリーは、江戸期から
　　の闘牛の歴史と震災復興を来客に伝える。
２　新しい空中観覧席は、席数増加と雨宿りの目的を持ちな
　　がら、2つに分け隔てられ、神聖なるブナ林をひきたてる。
３　観覧席の上げ裏ボードウォーク・ギャラリーは、被災者を
　　励ます全国からのメッセージを伝える。
４　天皇皇后両陛下の歌碑は、ブナ林から闘牛場をそっと見
　　守って下さる。
こうして壮大な「現在進行形の闘牛絵巻」をお見せできるよう
になった。
）部真写社築建新：影撮日3月11年9002（ 景全場牛闘のらか B 席覧観中空
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こうして壮大な「現在進行形の闘牛絵巻」をお見せできるようになった。
Yamakoshi Bullﬁghting Ground Renewal
山古志　牛 角突き　江戸期　震災復興　中山間地
空中観覧席　メモリアルギャラリー　すり鉢状のランドスケ プー
Yamakoshi, Bull Fighting, Edo Era, Earthquake Disater 
Reconstrction, Mid Mountain Area, Stand, Memorial
Gallery, Vasin-Formed Landscape
アプローチ坂道のメモリアル・ギャラリーは、江戸期からの闘牛の歴史と、
震災復興を来客に伝える。
新しい空中観覧席は、席数増加と雨宿りの目的を持ちながら 2つに分け隔
てられ、神聖なるブナ林をひきたてる。
観覧席の上げ裏ボードウォーク・ギャラリーは、被災者を励ます全国からの
メッセージを伝える。
天皇皇后両陛下の歌碑は、ブナ林から闘牛場をそっと見守って下さる。
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01 02
夕日を浴びて、黄金に光る御影石の牛（nt）
上：記念写真が撮れるようにデザイン
下：困難を極めたマスキング作業（柿崎洸哉）メモリアル・ギャラリーの全景 （2009年11月3日撮影：新建築社写真部）
上：南総里見八犬伝の錦絵 （御影石）（hy）
下：見晴し台から、越後三山まで臨むことができる
闘牛大会の日のメモリアル・ギャラリー （越後三山を見渡すので、標高を感じさせる）（nt） 上：大会が終わり、帰路につく牛たち（nt）
中：大会へ、アプローチの坂道を登る牛（my）
下：地元らしき方 （々nt）
上：写真のレイアウトは、登るにつれ現在に近づく（hy）
下の5枚：震災の生 し々い写真 （撮影：片桐恒平、長岡市、国土交通省）
上：「越後州古志郡二十村闘牛之図」鈴木牧之画
下： 片桐恒平氏が撮影した山古志での古い写真
■　あまり知られていない「牛の角突き」を、絵巻のように
山古志の「牛の角突き」は、八犬伝に記述され、重要無形民俗文化財でありなが
ら、一般の方々にその歴史はあまり知られていない。興行を継続するための最大
方策は、その特異性をアピールし、多くの人々に足を運んでもらうことにある。全
ての観客は、歩いてこの坂を登る。その脇を、40m長の写真ギャラリーにしては
どうかと、長岡市に提案した。江戸期から震災までの山古志をたどり、最後に闘
牛場に入る。現在進行形の絵巻ができた。
■　人々が一つになれるような場づくり
「人々を結ぶ場の力」の価値を考察した。闘牛主催者、牛のオーナー、勢子さん、
地方行政、観光旅館、そして美しい風景の源である棚田稲作の農民、棚池養鯉
の職人、こうした全ての人々が一丸となれるような場づくりが課題となった。消
滅しつつある日本の伝統や里山環境において、それを維持しようと頑張る人々
と、それを忘れてしまった人々を結びつけることは容易ではない。人々が、この場
を通して、結ばれる価値は重要と思われる。
■　「黄金の牛を見たか」
竣工してから、闘牛関係者が「黄金の牛を見たか」と口にした。黒御影石の壁画
が、夕日に輝いて黄金に輝くからなのだが、予期せぬことだった。怪力「小文吾」
が、暴れ牛「須本太」を投げ飛ばす場面を、躍動感ある文章が語っている。御影
石をサンドブラストで仕上げた。通常と反対に、文字の「地」の部分にブラストを
かけたので、前段のマスキング作業は、困難を極めた。工事費が足りず、大学院
生 （柿崎洸哉） に作業をしてもらったが、緻密な作業の出来に皆おどろいた。
■　写真探しの日々、そしてレイアウトデザインの作業
南総里見八犬伝の錦絵や書、古い写真など、現在までの角突きの歴史や、山古
志の風景を、石壁画や写真パネルで表現した。明治期や大正期の写真が、山古
志のどこかに残っているはずと、研究室の学生たちと探した。しかし、震災でまる
ですべての写真が失われていた。幸い、長岡市のアマチュア写真家である片桐
恒平さんが、２万点もの山古志写真や闘牛写真をとりためてあり、そこから多く
選んだ。生 し々い震災写真も、片桐さんと行政より提供してもらい、選定した。
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右のRC打ち放し仕上げは、今回建設した観覧席、左の黒い建物は既設のドーム席を塗装し直したもの（hy）
上：子どもたちは入場無料 (2010年5月5日）
下：エントランスを振り返ると、見渡すほどの景色
闘牛大会 （2009年10月11日、約3000人の観客数）（hy）
中央、ブナ林の木陰に、天皇皇后両陛下の歌碑を配置した
上：撮影：片桐恒平 （2009年10月11日）
下：雪の日の大会 （2009年11月3日）（hy）
闘牛大会 （2009年10月11撮影：片桐恒平、約3000人の観客数）
上：闘牛大会 （2009年10月11日）（hy）
下：闘牛大会 （2009年10月11日）（hy）
■　アリーナ入口まわりに点在する建造物群
アリーナ入口まわりには、以下の小規模な建造物が、自然環境の中に適度な密
度で寄せ集まっている。
　新設： 空中観覧席 A、メモリアル・ギャラリー、内周歩道、外周歩道
　既設： ドーム席、石碑、既設休憩舎、既設トイレ
新設の空中観覧席を大規模にしなかったことで、群集合のバランスが崩れるこ
とがなかった。
■　集う人々
「実際に興行をする勢子たち」「牛を愛し育てる牛飼い達」、利用者として「牛の
角突きの伝統を守ろうとする地域住民」「あたたかく見守る長岡市民や新潟県
民」「大会を遠くから見に来て下さる熱心なファンの方々」「日本の里山が好き
で、山古志の棚田や錦鯉池の風景を愛する観光の方々」「震災復興の際に、応援
をして下さった全国の方々」、そして最後に「ふるさとがない、もしくは忘れてしま
った方々」、そして、「子どもたち」。
■　神々しいブナ林とは切り離せない
この闘牛場の雰囲気は、ブナ林に支配されている。スタンド席の新設により、そ
の雰囲気を消失させぬよう、空中観覧席を二手に分けた。ブナ林から闘牛を観
戦する人々のため、観覧席の角を斜めに切り、死角がないようにした。ブナ林と
の視覚的なつながりと、地面の露出が心地よく思えた。それぞれの観覧席の規
模が住宅ほどになったことも、良かったと思えた。
■　地面をなるべく露出させた
空中観覧席の下の地面にはスラブを設けていない。よって、列柱が地面から立
ち上がるという、めずらしい光景となった。自然斜面に下りる階段の直下にある
基礎梁も、地表面に露出させていない。このように、建築を、面としてではなく点
として、地面と接触させることにより、自然のランドスケ プーと、建築造形の視覚
上のブレンディング効果を高めた。建築と自然が折り合う、「立体ランドスケー
プ」を目指した。
空中観覧席 A の地面レベルの平面図に、空中レベルの平面図を重ねあわせた図面 空中観覧席 A の断面図
アリーナ入口まわりの群造形 集う人々 二手に分けた空中観覧席
と、見渡すほどの景色
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右のRC打ち放し仕上げは、今回建設した観覧席、左の黒い建物は既設のドーム席を塗装し直したもの（hy）
上：子どもたちは入場無料 (2010年5月5日）
下：エントランスを振り返ると、見渡すほどの景色
闘牛大会 （2009年10月11日、約3000人の観客数）（hy）
中央、ブナ林の木陰に、天皇皇后両陛下の歌碑を配置した
上：撮影：片桐恒平 （2009年10月11日）
下：雪の日の大会 （2009年11月3日）（hy）
闘牛大会 （2009年10月11撮影：片桐恒平、約3000人の観客数）
上：闘牛大会 （2009年10月11日）（hy）
下：闘牛大会 （2009年10月11日）（hy）
■　アリーナ入口まわりに点在する建造物群
アリーナ入口まわりには、以下の小規模な建造物が、自然環境の中に適度な密
度で寄せ集まっている。
　新設： 空中観覧席 A、メモリアル・ギャラリー、内周歩道、外周歩道
　既設： ドーム席、石碑、既設休憩舎、既設トイレ
新設の空中観覧席を大規模にしなかったことで、群集合のバランスが崩れるこ
とがなかった。
■　集う人々
「実際に興行をする勢子たち」「牛を愛し育てる牛飼い達」、利用者として「牛の
角突きの伝統を守ろうとする地域住民」「あたたかく見守る長岡市民や新潟県
民」「大会を遠くから見に来て下さる熱心なファンの方々」「日本の里山が好き
で、山古志の棚田や錦鯉池の風景を愛する観光の方々」「震災復興の際に、応援
をして下さった全国の方々」、そして最後に「ふるさとがない、もしくは忘れてしま
った方々」、そして、「子どもたち」。
■　神々しいブナ林とは切り離せない
この闘牛場の雰囲気は、ブナ林に支配されている。スタンド席の新設により、そ
の雰囲気を消失させぬよう、空中観覧席を二手に分けた。ブナ林から闘牛を観
戦する人々のため、観覧席の角を斜めに切り、死角がないようにした。ブナ林と
の視覚的なつながりと、地面の露出が心地よく思えた。それぞれの観覧席の規
模が住宅ほどになったことも、良かったと思えた。
■　地面をなるべく露出させた
空中観覧席の下の地面にはスラブを設けていない。よって、列柱が地面から立
ち上がるという、めずらしい光景となった。自然斜面に下りる階段の直下にある
基礎梁も、地表面に露出させていない。このように、建築を、面としてではなく点
として、地面と接触させることにより、自然のランドスケ プーと、建築造形の視覚
上のブレンディング効果を高めた。建築と自然が折り合う、「立体ランドスケー
プ」を目指した。
空中観覧席 A の地面レベルの平面図に、空中レベルの平面図を重ねあわせた図面 空中観覧席 A の断面図
アリーナ入口まわりの群造形 集う人々 二手に分けた空中観覧席
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空中観覧席 A の全景 （ネットも手すり子も、冬期に取りはずす）（hy）
上：側面ななめから（hy）
下：ブナ林への階段（hy）
空中観覧席 A の背面にひろがるブナ林 （ブナは全部で2本しか切らなかった）（hy） 上：空中観覧席 A と左に既設ドーム席（hy）
下：空中観覧席 A のコーナー見上げ（hy）
空中観覧席 B の全景 （Aの約2倍の長さ）（hy）
上：闘牛大会 （2009年10月11日）（hy）
下：側面（hy）
空中観覧席 B の背面にひろがるブナ林 （ここで牛たちは待機する）（hy） 上：空中観覧席 B の床下の遊歩道（hy）
下：空中観覧席 B の床下よりブナ林（hy）
■　古典建築の比率を今一度思い起こし、そこに美しさの手がかりを求めた
薄く軽い建築の真反対に、造形の価値を見いそうとした。湿雪4.0mという荷重
条件は構造設計を大きく支配する。湿雪は新潟県中越地方の特徴である。フラ
ットスラブの板厚を薄くすることはできない。円柱を細くすることはできない。ひ
な壇ごとにRC腰壁を設けたが、金属パイプや、座席の背もたれごときでは、いと
も簡単に破壊されてしまう。雪は下から融けていくので、上の雪塊が少しずつ動
いていく。その際、立体物の突起などは、ことごとく破壊されてしまう。
■　神々しいブナ林
50年前には苗木だったブナが、これほどまでに育った。そのおかげで、この闘牛
場は神 し々い気配をただよわせている。ブナの垂直に拮抗して、円柱の垂直が、
うまく表現できればと思った。建築がもっと離れていれば、緊張感はなかったに
ちがいない。建築をギリギリに寄せたことで、床下空間と、ブナ林の斜面がうまく
連続した。
■　紅葉、雪景色、晴天
11月4日の写真である。めずらしい写真を撮影することができた。前日の文化の
日に開催された闘牛大会では、大雪が降った。この日がシ ズーン最終日であり、
直後から山古志の冬支度がはじまり、あれよあれよと雪が積もり始める。春4月
まで、ここは雪で閉ざされる。それなりの装備がなければ、アプローチの坂道を
登ることすらできない。
■　2つの観覧席の位置・大きさ・造形は、ブナ林の斜面との関係による
以前から、多くの人々がブナ林に入り込み、斜面に直にすわって観覧していた。
設計の段階で、人々の分布を考慮し、2つの観覧席の位置・大きさ・造形を決め
た。観覧席の「隅切り」は、ブナ林から観覧する方々がアリーナを見渡せるように
した結果である。また、空中観覧席からの死角もつくらないよう、観覧席の傾斜
角を38.7度とした（国内最大）。最上段に38度がある豊田スタジアム（名古屋グ
ランパス）をも上まわる。人々は体験したことのない角度から観戦を楽しむ。
空中観覧席 A （小さな方） 空中観覧席 B （大きな方）
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下：空中観覧席 B の床下よりブナ林（hy）
■　古典建築の比率を今一度思い起こし、そこに美しさの手がかりを求めた
薄く軽い建築の真反対に、造形の価値を見いそうとした。湿雪4.0mという荷重
条件は構造設計を大きく支配する。湿雪は新潟県中越地方の特徴である。フラ
ットスラブの板厚を薄くすることはできない。円柱を細くすることはできない。ひ
な壇ごとにRC腰壁を設けたが、金属パイプや、座席の背もたれごときでは、いと
も簡単に破壊されてしまう。雪は下から融けていくので、上の雪塊が少しずつ動
いていく。その際、立体物の突起などは、ことごとく破壊されてしまう。
■　神々しいブナ林
50年前には苗木だったブナが、これほどまでに育った。そのおかげで、この闘牛
場は神 し々い気配をただよわせている。ブナの垂直に拮抗して、円柱の垂直が、
うまく表現できればと思った。建築がもっと離れていれば、緊張感はなかったに
ちがいない。建築をギリギリに寄せたことで、床下空間と、ブナ林の斜面がうまく
連続した。
■　紅葉、雪景色、晴天
11月4日の写真である。めずらしい写真を撮影することができた。前日の文化の
日に開催された闘牛大会では、大雪が降った。この日がシ ズーン最終日であり、
直後から山古志の冬支度がはじまり、あれよあれよと雪が積もり始める。春4月
まで、ここは雪で閉ざされる。それなりの装備がなければ、アプローチの坂道を
登ることすらできない。
■　2つの観覧席の位置・大きさ・造形は、ブナ林の斜面との関係による
以前から、多くの人々がブナ林に入り込み、斜面に直にすわって観覧していた。
設計の段階で、人々の分布を考慮し、2つの観覧席の位置・大きさ・造形を決め
た。観覧席の「隅切り」は、ブナ林から観覧する方々がアリーナを見渡せるように
した結果である。また、空中観覧席からの死角もつくらないよう、観覧席の傾斜
角を38.7度とした（国内最大）。最上段に38度がある豊田スタジアム（名古屋グ
ランパス）をも上まわる。人々は体験したことのない角度から観戦を楽しむ。
空中観覧席 A （小さな方） 空中観覧席 B （大きな方）
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）yh（）うよのかるれくてっ守見を場牛闘が碑歌でるま（ む臨を場牛闘らかろ後の碑歌
上：右が天皇陛下、左が皇后陛下の御歌（ta）
下：ブナ林の中央奥に建立（hy）観覧席 A の上げ裏ボードウォーク張り（hy）
上：観覧席 B の上げ裏ボードウォーク張り（hy）
下：リニュ アール前に使われていた様子（hy）
全ボードウォークを役所の駐車場に並べ、レイアウトの再検討（tan） 上：デッキウォーク張りの作業（hy）
中：撤去前のボードウォーク（kk）
下：パソコン上でのレイアウト検討
全ボードウォークを役所の駐車場に並べ、レイアウトの再検討 上：デッキウォーク張りの作業
中：撤去前のボードウォーク
下：パソコン上でのレイアウト検討
■　震災復興の応援メッセージを、後世に
空中観覧席の建設地点には、全国の方々の応援メッセージが描かれた屋外ボ
ードウォークがあった。撤去処分の運命にあったが、どうにか保存できないかと
考えた。観覧席の上げ裏のコンクリート面があいていることに、研究員の朝野剛
が気づいた。「それだ！」と興奮し、関係者を説得するための資料づくりをはじめ
た。工事では、全ての板を一枚一枚丁寧にはずし、全数を駐車場に並べてレイア
ウトを検討した。無機質なコンクリートの塊が命を授かった。
■　レイアウトデザイン
ボードウォークは3年経っており、過酷な積雪や、夏場の強い日射、および全国
でもまれな多雨のダメージを受けていた。すべてのボードウォークを記録におさ
め、パソコン上で簡単にレイアウトをあてがってメドをつけた。施工業者に、全て
の板を一枚一枚丁寧にはずしてもらった。墨汁で書かれた文字は、はっきりと残
っていたが、そうでないものは、判読しにくかったので処分せざるをえなかった。
あらためて目の当たりにしたメッセージに、心を打たれた。
■　予定調和のような御授かり
すべての設計やデザインが終わり、着工直前に、天皇皇后の歌碑建立の計画が
持ち上がった。復興の山古志で、天皇皇后が牛の角突きを見学された時に詠ま
れた歌の碑である。その位置は、あらかじめ二手に分けた空中観覧席の間、ブナ
林の中央高い位置しかないと思った。闘牛場を見守るかのような石の形や大き
さや位置と、そこに至る階段デザインを関係者に提案し、宮内庁の了解のもと建
立された。予定調和のような御授かりに感動した。
■　両陛下が詠まれた和歌 ）てれさ察視ごを況状興復に日9月9年8002（ 
天皇陛下
　「なゐにより　避難せし牛戻り来て　角突きの技見るはうれしき」
皇后陛下
　「かの禍（まが）ゆ四年（よとせ）を経たる山古志に　牛らは直（なほ）く　角を
　合はせる」
上げ裏ボードウォーク・ギャラリー 天皇皇后両陛下の歌碑
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）yh（）うよのかるれくてっ守見を場牛闘が碑歌でるま（ む臨を場牛闘らかろ後の碑歌
上：右が天皇陛下、左が皇后陛下の御歌（ta）
下：ブナ林の中央奥に建立（hy）観覧席 A の上げ裏ボードウォーク張り（hy）
上：観覧席 B の上げ裏ボードウォーク張り（hy）
下：リニュ アール前に使われていた様子（hy）
全ボードウォークを役所の駐車場に並べ、レイアウトの再検討（tan） 上：デッキウォーク張りの作業（hy）
中：撤去前のボードウォーク（kk）
下：パソコン上でのレイアウト検討
全ボードウォークを役所の駐車場に並べ、レイアウトの再検討 上：デッキウォーク張りの作業
中：撤去前のボードウォーク
下：パソコン上でのレイアウト検討
■　震災復興の応援メッセージを、後世に
空中観覧席の建設地点には、全国の方々の応援メッセージが描かれた屋外ボ
ードウォークがあった。撤去処分の運命にあったが、どうにか保存できないかと
考えた。観覧席の上げ裏のコンクリート面があいていることに、研究員の朝野剛
が気づいた。「それだ！」と興奮し、関係者を説得するための資料づくりをはじめ
た。工事では、全ての板を一枚一枚丁寧にはずし、全数を駐車場に並べてレイア
ウトを検討した。無機質なコンクリートの塊が命を授かった。
■　レイアウトデザイン
ボードウォークは3年経っており、過酷な積雪や、夏場の強い日射、および全国
でもまれな多雨のダメージを受けていた。すべてのボードウォークを記録におさ
め、パソコン上で簡単にレイアウトをあてがってメドをつけた。施工業者に、全て
の板を一枚一枚丁寧にはずしてもらった。墨汁で書かれた文字は、はっきりと残
っていたが、そうでないものは、判読しにくかったので処分せざるをえなかった。
あらためて目の当たりにしたメッセージに、心を打たれた。
■　予定調和のような御授かり
すべての設計やデザインが終わり、着工直前に、天皇皇后の歌碑建立の計画が
持ち上がった。復興の山古志で、天皇皇后が牛の角突きを見学された時に詠ま
れた歌の碑である。その位置は、あらかじめ二手に分けた空中観覧席の間、ブナ
林の中央高い位置しかないと思った。闘牛場を見守るかのような石の形や大き
さや位置と、そこに至る階段デザインを関係者に提案し、宮内庁の了解のもと建
立された。予定調和のような御授かりに感動した。
■　両陛下が詠まれた和歌 ）てれさ察視ごを況状興復に日9月9年8002（ 
天皇陛下
　「なゐにより　避難せし牛戻り来て　角突きの技見るはうれしき」
皇后陛下
　「かの禍（まが）ゆ四年（よとせ）を経たる山古志に　牛らは直（なほ）く　角を
　合はせる」
上げ裏ボードウォーク・ギャラリー 天皇皇后両陛下の歌碑
 ーク張り（hy）
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前面道路
：山古志632号
　 （幅員８m）
67
69
.4
6
3
20
68
0
休憩舎
（既設のまま）
トイレ
（既設外壁を修繕）
空中観覧席A
（建築物の増築）
空中観覧席B
（建築物の増築）
ドーム席
（既設外壁を修繕）
メモリアルギャラリー
（擁壁の新築）
隣地境界線
隣
地
境
界
線
隣
地
境
界
線
道
路
境
界
線
外周歩道
建物階段A1
建物階段A2
建物階段B2
建物階段B3
建物階段B1
外周歩道
歩道階段A2
歩道階段B2
歩道階段B3
チ既設ベン
置）（再配
内周歩道
フェンス
隣地境界線
すり鉢状ランドスケープの整備
既存ベンチの敷き直しと緑化
アリーナの形状整備（完全楕円に）
イン自然斜面整地の位置出しラ
階段スロープ踏込み
（324.35m）
トイレ目隠し壁
（工作物の新築）
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メモリアルギャラリー
（新築）
トイレ
（既設）
ドーム席
（既設）
休憩舎
（既設）
空中観覧席A
（新築）
空中観覧席B
（新築）
空中観覧席B
（新築）
天皇皇后歌碑
（新築）
すり鉢状斜面席の整備
アリーナ楕円の整備
アリーナ楕円の整備
すり鉢状斜面席の整備
すり鉢状ランドスケープの整備
すり鉢状ランドスケープの整備
短手断面図
長手断面図
南総里見八犬伝の
山古志闘牛の錦絵
から、壮大なる闘
牛絵巻が始まる。
エントランス
アプローチ
神聖なるブナ林をひきたてるべく、新しい空中
観覧席を 2手に分け隔てた。後から建立計画
が持ち上がった天皇皇后の歌碑は、その開いた
中心、ブナ林の中央高い位置しかないと思った。
闘牛場を見守るかのような石の形や大きさや位
置と、そこに至る階段デザインを関係者に提案
し、宮内庁の了解のもと建立された。予定調和
のような御授かりに感動した。
全長約 40mの歴史ギャラリー
（現代 ←← 江戸時代）
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凍結融解をくりかえすコンクリートの対策
雪は湿っているので、非常に重い。冬期の気温は零度前後を行き来するので、
雪は融けたり凍ったりを繰り返す。建築物の痛み方もはげしい。凍結誘拐を繰
り返すコンクリートの諸問題は、あらためて言うまでもないが、空中観覧席の
コンクリート打設に際し、さまざまな検討をした。真夏に硬いコンクリートを、
急斜面の型枠に滑り下ろすので、打ち継ぎの処置など、打設計画はむずかしか
った。それ以上に、実際の打設は、大雨に見舞われ中断中止をよぎなくされる
など、大変に困難な工事となった。
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リニュ アール後の断面図 CGパ スー
リニュ アール後の配置図
上：積雪で断念した木造案
中：観覧席を二手に分ける前の途中案
中：リニュ アール前の状況図
下：リニュ アール前（手前に審議小屋、奥に貴賓席）向こうの空中観覧席 A の上に並んで記念写真（tan）
上：空中観覧席 B の配筋（hy）
下：空中観覧席 B に並んで記念写真（tan）
上：空中観覧席 A の構造設計の考え方
構造解析モデル結果の検討
上：空中観覧席 A の構造解析モデル図
中：空中観覧席 B の構造解析モデル図
■　「山古志だから、どんな仕事もまかせろ」
「山古志では、どんな仕事もまかせろ」という気概に満ちあふれた建設会社が請
け負った。入札金額には設計者による積算を下回って、全く余裕代がなく、しか
も極端に短い工期を承諾した。山の仕事では、何がおこるかわからない。危険承
知にもかかわらず、彼らは請け負った。そこには、「山古志だから」という答えしか
見つからない。山古志の人々の連帯意識は、震災の時、よくわかったが、山古志
に関わる人々の熱意にも、はかりしれないものがあった。
■　豪雪条件下での構造設計
湿雪4.0mという荷重条件は、構造設計を大きく支配する。それは小規模建築
物にとって１層分の荷重に相当する。雪が融けていく際、手摺などの突起物はい
とも簡単に破壊される。すり鉢状の斜面地における、段状の観覧席と腰壁によ
る雪の積もり方を勘案しながら、慎重に設計を進めた。観覧席の傾斜角38.7°
は、国内最大レベルである。フラットスラブ構造にして、上げ裏面の凹凸をなくし
た。地震時の荷重を、両袖の壁および山側に伸びる階段にある程度負担させ、
円柱径を小さくした。円柱直上に腰壁を配置させ、柱頭部のパンチングに対す
る強度を高めた。立面的には上部が重く転倒しやすい形状のため、大断面の基
礎としたが、円弧状の平面が転倒に対して有利に働いている。
■　新たな斜面崩壊の可能性
地盤の脆弱さが問題である。以下の調査報告は、空中観覧席の構造設計に重
要な内容を提示している。
「斜面崩壊で生じた新たな岩石斜面は軟岩で構成され、また崩壊物質の安定斜
面は非固結物質で構成されている。また、崩壊しなかった斜面でも、中越地震で
地盤が緩んだ可能性が高い。それらの新しい斜面では、地震が再発しなくても、
積雪荷重、凍結融解、融雪水流出、豪雨、河川氾濫などに起因して、新たな斜面
崩壊や崩壊物質の再移動が発生する可能性がある」　（土木学会・地盤工学会
合同調査団　調査速報　ver.1.0, 2005年1月11日の、「3.1 地形と活褶曲」
より抜粋）
工事に関して 脆弱地盤豪雪条件下での構造設計
山古志闘牛場リニューアル　39
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前面道路
：山古志632号
　 （幅員８m）
67
69
.4
6
3
20
68
0
休憩舎
（既設のまま）
トイレ
（既設外壁を修繕）
空中観覧席A
（建築物の増築）
空中観覧席B
（建築物の増築）
ドーム席
（既設外壁を修繕）
メモリアルギャラリー
（擁壁の新築）
隣地境界線
隣
地
境
界
線
隣
地
境
界
線
道
路
境
界
線
外周歩道
建物階段A1
建物階段A2
建物階段B2
建物階段B3
建物階段B1
外周歩道
歩道階段A2
歩道階段B2
歩道階段B3
チ既設ベン
置）（再配
内周歩道
フェンス
隣地境界線
すり鉢状ランドスケープの整備
既存ベンチの敷き直しと緑化
アリーナの形状整備（完全楕円に）
イン自然斜面整地の位置出しラ
階段スロープ踏込み
（324.35m）
トイレ目隠し壁
（工作物の新築）
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メモリアルギャラリー
（新築）
トイレ
（既設）
ドーム席
（既設）
休憩舎
（既設）
空中観覧席A
（新築）
空中観覧席B
（新築）
空中観覧席B
（新築）
天皇皇后歌碑
（新築）
すり鉢状斜面席の整備
アリーナ楕円の整備
アリーナ楕円の整備
すり鉢状斜面席の整備
すり鉢状ランドスケープの整備
すり鉢状ランドスケープの整備
短手断面図
長手断面図
南総里見八犬伝の
山古志闘牛の錦絵
から、壮大なる闘
牛絵巻が始まる。
エントランス
アプローチ
神聖なるブナ林をひきたてるべく、新しい空中
観覧席を 2手に分け隔てた。後から建立計画
が持ち上がった天皇皇后の歌碑は、その開いた
中心、ブナ林の中央高い位置しかないと思った。
闘牛場を見守るかのような石の形や大きさや位
置と、そこに至る階段デザインを関係者に提案
し、宮内庁の了解のもと建立された。予定調和
のような御授かりに感動した。
全長約 40mの歴史ギャラリー
（現代 ←← 江戸時代）
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凍結融解をくりかえすコンクリートの対策
雪は湿っているので、非常に重い。冬期の気温は零度前後を行き来するので、
雪は融けたり凍ったりを繰り返す。建築物の痛み方もはげしい。凍結誘拐を繰
り返すコンクリートの諸問題は、あらためて言うまでもないが、空中観覧席の
コンクリート打設に際し、さまざまな検討をした。真夏に硬いコンクリートを、
急斜面の型枠に滑り下ろすので、打ち継ぎの処置など、打設計画はむずかしか
った。それ以上に、実際の打設は、大雨に見舞われ中断中止をよぎなくされる
など、大変に困難な工事となった。
10 11
リニュ アール後の断面図 CGパ スー
リニュ アール後の配置図
上：積雪で断念した木造案
中：観覧席を二手に分ける前の途中案
中：リニュ アール前の状況図
下：リニュ アール前（手前に審議小屋、奥に貴賓席）向こうの空中観覧席 A の上に並んで記念写真（tan）
上：空中観覧席 B の配筋（hy）
下：空中観覧席 B に並んで記念写真（tan）
上：空中観覧席 A の構造設計の考え方
構造解析モデル結果の検討
上：空中観覧席 A の構造解析モデル図
中：空中観覧席 B の構造解析モデル図
■　「山古志だから、どんな仕事もまかせろ」
「山古志では、どんな仕事もまかせろ」という気概に満ちあふれた建設会社が請
け負った。入札金額には設計者による積算を下回って、全く余裕代がなく、しか
も極端に短い工期を承諾した。山の仕事では、何がおこるかわからない。危険承
知にもかかわらず、彼らは請け負った。そこには、「山古志だから」という答えしか
見つからない。山古志の人々の連帯意識は、震災の時、よくわかったが、山古志
に関わる人々の熱意にも、はかりしれないものがあった。
■　豪雪条件下での構造設計
湿雪4.0mという荷重条件は、構造設計を大きく支配する。それは小規模建築
物にとって１層分の荷重に相当する。雪が融けていく際、手摺などの突起物はい
とも簡単に破壊される。すり鉢状の斜面地における、段状の観覧席と腰壁によ
る雪の積もり方を勘案しながら、慎重に設計を進めた。観覧席の傾斜角38.7°
は、国内最大レベルである。フラットスラブ構造にして、上げ裏面の凹凸をなくし
た。地震時の荷重を、両袖の壁および山側に伸びる階段にある程度負担させ、
円柱径を小さくした。円柱直上に腰壁を配置させ、柱頭部のパンチングに対す
る強度を高めた。立面的には上部が重く転倒しやすい形状のため、大断面の基
礎としたが、円弧状の平面が転倒に対して有利に働いている。
■　新たな斜面崩壊の可能性
地盤の脆弱さが問題である。以下の調査報告は、空中観覧席の構造設計に重
要な内容を提示している。
「斜面崩壊で生じた新たな岩石斜面は軟岩で構成され、また崩壊物質の安定斜
面は非固結物質で構成されている。また、崩壊しなかった斜面でも、中越地震で
地盤が緩んだ可能性が高い。それらの新しい斜面では、地震が再発しなくても、
積雪荷重、凍結融解、融雪水流出、豪雨、河川氾濫などに起因して、新たな斜面
崩壊や崩壊物質の再移動が発生する可能性がある」　（土木学会・地盤工学会
合同調査団　調査速報　ver.1.0, 2005年1月11日の、「3.1 地形と活褶曲」
より抜粋）
工事に関して 脆弱地盤豪雪条件下での構造設計
40　山古志闘牛場リニューアル
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冬の楢木集落 （1981年3月8日撮影：片桐恒平　中越地震による地滑りで全村が放棄され今はない）
上：鏡のような棚池は、虫亀集落の錦鯉の養殖池
　 （2009年9月17日）（hy）
下：木篭集落における「さいの神」にて
　 （2010年1月10日）（hy）
芋川がせきとめられ水没する木篭集落で、家財を引き上げようとする住民 （2004年11月16日撮影：片桐恒平） 上：建て替えられた木篭の諏訪神社にて
　 （2006年11月17日撮影：片桐恒平）
下：山古志出身の世界的に有名なヘアデザイナー
　　田中トシオさんによるメッセージ書
上：芋川がせき止められ、東竹沢地区に発生した災害ダム（遠くに山古志闘牛場がある）（国土交通省湯沢砂防事務所提供）
下：山古志闘牛場近く、芋川沿いの地滑り（国土交通省湯沢砂防事務所提供）
上：山古志闘牛場周辺の地図
下：リニュ アール前の闘牛大会（hy）
　 （山の頂き付近のすり鉢状地形を利用）
上：越後州古志郡二十村闘牛図　原図：鈴木牧之　出典：曲亭馬琴　南總里見八犬傳　第七輯巻之五
左：牛の救出 （2004年11月5日撮影：片桐恒平）
中：山古志にいくつもあった闘牛場のひとつ竹沢闘牛場 （1989年7月30日撮影：片桐恒平）
右：戦時中と思われる貴重な写真 （長岡市山古志支所提供）
上：完訳・現代語版　南総里見八犬傳　第四巻
　JICC出版局　より抜粋
下：錦絵　南總里見八犬傳　第七輯巻之七　より
■　中越地震が問いかけたこと　「中山間地の集落は、持続可能か」
ここは、豪雪で知られている。長岡市の予算において、除雪費用は総予算の2～
3％を占める。震災後、平地の仮設住宅から山古志へ、住民の3割は戻らなかっ
たが、7割は戻った。山古志には「錦鯉」「闘牛」「棚田景観」に恵まれる。四季折
々の催事も色濃く残っている。生物多様性、人が手を入れて維持される自然環
境、アジアの中で最先端を行く農業、パーマカルチャー…、これらはみな「里山」
からの発想として、なんとしても残していかなければならないことである。
■　震災、死、そして復活
2004年の中越地震で、多くの牛が死に至ったが、闘牛、乳牛、肉牛合わせて、
1120頭余りが、ヘリコプターで助けられている。地震の翌年、山を下りた長岡
市の臨時闘牛場で、震災1周年復興祈念イベント「山古志闘牛大会」が行われ
た。次の2年間も、臨時闘牛場で大会が続けられた。闘牛たちは徐々に山に戻
り、そして2008年5月4日、この山古志闘牛場リニュ アールで、本来の大会がリ
スタートした。人々は伝統の復活に歓喜した。
■　砂の山、砂質の地層
国土交通省のHPによれば、震災直後の航空写真から判読された斜面崩壊は
1662箇所に及んだ。この地方はかつて海であり、山は砂でできており、そもそも
地滑り多発の脆弱地質である。砂は非常に細かく、固結度は低い。その上で、斜
面の上から下までに分布する棚田と棚池が多い。20度程度の斜面で、上盤の
砂岩層が下盤の泥岩との層理面で滑動し、大規模な斜面崩壊が起き、河動閉
塞により災害ダムが発生（左下写真）、集落が水没した（次ページ写真）。
■　地元の大学、建築・環境デザイン学科として
都市防災専門の2名（本学の平井邦彦教授、澤田雅浩准教授）が、調査と対策
に奔走した。自衛隊をはじめとする重機を扱う部隊が中心となり救援活動をし
た。デザイン・設計系の教員と学生が、大学人として本格的に取り組みができた
のは、復興計画の立案段階からだった。この山古志闘牛場リニュ アールでは、実
施にいたるまでに、関係者と非常に多くの検討を重ねた。特に、当時本学の学長
として鎌田豊成名誉教授は、検討委員会の長として活躍された。
日本のふるさとが色濃く残る里山 ： 山古志 「牛の角突き」の伝統は、リスタートした 地滑りがおきやすい地質学上の特質 新潟県中越地震、そこからの復興
、虫亀集落の錦鯉の養殖池
總里見八犬傳　第七輯巻之七　より
現代語版　南総里見八犬傳　第四巻
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冬の楢木集落 （1981年3月8日撮影：片桐恒平　中越地震による地滑りで全村が放棄され今はない）
上：鏡のような棚池は、虫亀集落の錦鯉の養殖池
　 （2009年9月17日）（hy）
下：木篭集落における「さいの神」にて
　 （2010年1月10日）（hy）
芋川がせきとめられ水没する木篭集落で、家財を引き上げようとする住民 （2004年11月16日撮影：片桐恒平） 上：建て替えられた木篭の諏訪神社にて
　 （2006年11月17日撮影：片桐恒平）
下：山古志出身の世界的に有名なヘアデザイナー
　　田中トシオさんによるメッセージ書
上：芋川がせき止められ、東竹沢地区に発生した災害ダム（遠くに山古志闘牛場がある）（国土交通省湯沢砂防事務所提供）
下：山古志闘牛場近く、芋川沿いの地滑り（国土交通省湯沢砂防事務所提供）
上：山古志闘牛場周辺の地図
下：リニュ アール前の闘牛大会（hy）
　 （山の頂き付近のすり鉢状地形を利用）
上：越後州古志郡二十村闘牛図　原図：鈴木牧之　出典：曲亭馬琴　南總里見八犬傳　第七輯巻之五
左：牛の救出 （2004年11月5日撮影：片桐恒平）
中：山古志にいくつもあった闘牛場のひとつ竹沢闘牛場 （1989年7月30日撮影：片桐恒平）
右：戦時中と思われる貴重な写真 （長岡市山古志支所提供）
上：完訳・現代語版　南総里見八犬傳　第四巻
　JICC出版局　より抜粋
下：錦絵　南總里見八犬傳　第七輯巻之七　より
■　中越地震が問いかけたこと　「中山間地の集落は、持続可能か」
ここは、豪雪で知られている。長岡市の予算において、除雪費用は総予算の2～
3％を占める。震災後、平地の仮設住宅から山古志へ、住民の3割は戻らなかっ
たが、7割は戻った。山古志には「錦鯉」「闘牛」「棚田景観」に恵まれる。四季折
々の催事も色濃く残っている。生物多様性、人が手を入れて維持される自然環
境、アジアの中で最先端を行く農業、パーマカルチャー…、これらはみな「里山」
からの発想として、なんとしても残していかなければならないことである。
■　震災、死、そして復活
2004年の中越地震で、多くの牛が死に至ったが、闘牛、乳牛、肉牛合わせて、
1120頭余りが、ヘリコプターで助けられている。地震の翌年、山を下りた長岡
市の臨時闘牛場で、震災1周年復興祈念イベント「山古志闘牛大会」が行われ
た。次の2年間も、臨時闘牛場で大会が続けられた。闘牛たちは徐々に山に戻
り、そして2008年5月4日、この山古志闘牛場リニュ アールで、本来の大会がリ
スタートした。人々は伝統の復活に歓喜した。
■　砂の山、砂質の地層
国土交通省のHPによれば、震災直後の航空写真から判読された斜面崩壊は
1662箇所に及んだ。この地方はかつて海であり、山は砂でできており、そもそも
地滑り多発の脆弱地質である。砂は非常に細かく、固結度は低い。その上で、斜
面の上から下までに分布する棚田と棚池が多い。20度程度の斜面で、上盤の
砂岩層が下盤の泥岩との層理面で滑動し、大規模な斜面崩壊が起き、河動閉
塞により災害ダムが発生（左下写真）、集落が水没した（次ページ写真）。
■　地元の大学、建築・環境デザイン学科として
都市防災専門の2名（本学の平井邦彦教授、澤田雅浩准教授）が、調査と対策
に奔走した。自衛隊をはじめとする重機を扱う部隊が中心となり救援活動をし
た。デザイン・設計系の教員と学生が、大学人として本格的に取り組みができた
のは、復興計画の立案段階からだった。この山古志闘牛場リニュ アールでは、実
施にいたるまでに、関係者と非常に多くの検討を重ねた。特に、当時本学の学長
として鎌田豊成名誉教授は、検討委員会の長として活躍された。
日本のふるさとが色濃く残る里山 ： 山古志 「牛の角突き」の伝統は、リスタートした 地滑りがおきやすい地質学上の特質 新潟県中越地震、そこからの復興
42　山古志闘牛場リニューアル
１　施設概要
　敷地面積　　8,921.11m2
　建築面積　　323.86m2
　延床面積　　323.86m2 （ただし、既設部分は含まず）
　建蔽率　　　既設も含め6.17%（許容：無指定）
　容積率　　　既設も含め6.52%（許容：無指定）
　階数　　　　地上1階
　工期　　　　2009年6月～2009年9月
　工事費　　　総工費　118,597,500円 （ただし、歌碑は含まず）
　所在地　　　新潟県長岡市山古志南平
　主要用途　　屋外観覧場（増築：上床式）　
　　　　　　　メモリアルギャラリー （新築：見晴し台と擁壁）
　　　　　　　既存施設（修繕）
　建主　　　　長岡市
　地域地区　　都市計画区域外
　道路幅員　　東8m
　駐車台数　　360台
２　各種寸法
　最高高　　　空中観覧席　6,500mm
　　　　　　　メモリアルギャラリー　3,750mm
　主なスパン　3,050mm×5,080mm
３　構造・設備
　主体構造　　鉄筋コンクリート構造
　杭と基礎　　ベタ基礎
　雨水排水　　暗渠管、透水暗渠管、既製U字側溝 （コンクリート蓋）、排水枡
　電気設備　　放送設備　全天候型スピーカ集中方式
　　　　　　　設備容量　16.3kVA
　　　　　　　契約電力　15.0kVA
４　工程
　計画検討　　2007年  7月～2008年3月
　設計期間　　2008年12月～2009年3月
　施工期間　　2009年  6月～2009年9月
５　外部仕上げ
■　空中観覧席
　床・階段　（踏面・蹴上げ共）　
　　モルタル刷毛引き仕上げ　含浸性コンクリート表面保護材塗布
　壁・腰壁・柱・上げ裏面　
　　コンクリート打放し仕上げ　含浸性コンクリート表面保護材塗布
　排水溝　
　　防水モルタル金ゴテ仕上げ　含浸性コンクリート表面保護材塗布　
　　ウレタン塗膜防水
　腰壁天端
　　コンクリート打放し仕上げ補修　含浸性コンクリート表面保護材塗布 
　　フッ素樹脂塗装クリア
　座面　　　
　　木材プラスチック再生複合材張り
　上げ裏　　
　　転用ボードウォーク張り　ポリウレタン塗装クリア
　土留め壁　
　　杉丸太φ90　防腐剤注入
　固定手すり　
　　SUSパイプ48.6φHL仕上げ
　脱着式手すり支持柱　
　　SUSチャンネル2×100×50×20×3.2 HL仕上げ
　脱着式手すり子　
　　ヒノキ2×□-90×45木材保護塗装ナチュラル
　脱着式手すり　
　　ナイロン製ロ プーΦ10＠150、SUSワイヤーΦ9ゴムホ スーかぶせ
　脱着式取組表示板　
　　アルミ複合板t3
■　メモリアルギャラリー
　シンボルマーク・壁画
　　黒御影石t30、サンドブラスト・ビシャン・バーナ ・ー手彫り仕上
　ギャラリーパネル
　　アルミ複合版t3　高硬度・高耐候性印刷写真パネル
　写真提供
　　片桐恒平　高橋純治　山下秀之　澤田雅浩　草間写真館　
　　長岡市山古志支所　国土交通省湯沢砂防事務所
　施設名表示サイン
　　ステンレスプレートt2切り文字　HL仕上げ
　インフォメーションパネル
　　アルミパンチングメタルt3アルマイト仕上げ
　階段・踏面　
　　コンクリート豆砂利洗い出し　蹴上　コンクリート打ち放し仕上げ
　壁および腰壁の垂直面　
　　コンクリート打放し仕上げ　含浸性コンクリート表面保護材塗布
　壁一部
　　モルタル金ゴテ仕上げ　含浸性コンクリート表面保護材塗布
　腰壁の天端　
　　コンクリート打ち放し仕上げ補修　含浸性コンクリート表面保護材塗布
　　フッ素樹脂塗装クリア
　擁壁の天端　
　　コンクリート打ち放し仕上げ補修　含浸性コンクリート表面保護材塗布
　　ウレタン塗膜防水
　階段排水溝　
　　防水モルタル金ゴテ仕上げ　含浸性コンクリート　表面保護材
　トイレ目隠し壁
　　コンクリート打放し仕上げ）の設置
■　既設場内整備
　既設ドーム観覧席　
　　外装塗装の塗り直し
　　（外面：可とう形外装塗装材Eゆず肌仕上げ、内面：同E平坦仕上げ）　
　既設トイレ　
　　外装塗装の塗り直し（外面：可とう形外装塗装材Eゆず肌仕上げ）
　アリーナ　
　　楕円形状の変更および縁部傾斜の造成
　ワイヤ フーェンス　
　　中古を転用　塗装の塗り直し（SOP仕上げ）
　自然斜面観覧席の整備
　　楕円すり鉢状に整地、既設ベンチの敷き直し、ノシバ張り
　外周歩道・スロ プー歩道　
　　コンクリート豆砂利洗い出し
　内周歩道・入場道路　
　　コンクリート刷毛引き仕上げ
　自然斜面の階段　
　　杉丸太φ90　防腐剤注入品
　植栽　
　　外周歩道、内周歩道、スロ プー歩道沿いに「りゅうのひげ」
　　スロ プー歩道の内側に「コケ」張り（カモジゴケ80％、ヤマトフデゴケ10％、
　　スギゴケ5％、オオシラガゴケ3%、スナゴケ2%）
１　基本構想＆マスタ プーランニング（リニュ アールプログラムの検討と提案）
　　　　山下秀之／長岡造形大学山下研究室
　　　　　　担当／山下秀之　桑野洋紀　廣田真治　丹洋祐　武井奈津美
　　　　　　諏佐圭太郎　柿崎洸哉　渡辺宣一
２　建築＋構造
　　
　　　　山下秀之＋江尻憲泰／長岡造形大学山下研究室＋江尻建築構造
　　　　設計事務所＋大原技術
　　　　　長岡造形大学山下研究室
　　　　　　担当／山下秀之　朝野剛　山下真理子　廣田真治　武井奈津美
　　　　　江尻建築構造設計事務所
　　　　　　担当／江尻憲泰
　　　　　大原技術
　　　　　　担当／丸山由春　藤巻英俊
　　　　　長岡市建築住宅課
　　　　　　担当／南波紀子　齋藤なつみ　
　　　　　長岡市山古志支所産業課
　　　　　　担当／星野光夫　今井勇一
３　電気　　
　　　　　本間設備設計
　　　　　　担当／本間政行
４　メモリアルギャラリーのパネルデザイン
　　　　　山下秀之／長岡造形大学山下研究室
　　　　　　担当／山下秀之　諏佐圭太郎　柿崎洸哉　渡辺宣一
　　　　　　ケ・イフティカル　タンヴィル　山下真理子
　　　　　長岡市山古志支所産業課
　　　　　　担当／星野光夫　今井勇一
５　歌碑の位置・形・石種・アプローチの検討
　　　　　山下秀之／長岡造形大学山下研究室
　　　　　　担当／山下秀之　諏佐圭太郎
　　　　　ト アー
　　　　　　担当／桜井カツエ　佃淳平
６　外構
　　　　　山下秀之／長岡造形大学山下研究室
　　　　　　担当／山下秀之　廣田真治
７　積算　　
　　建築・メモリアルギャラリ ・ー外構　
　　　　　長岡造形大学山下研究室
　　　　　　担当／朝野剛
　　電気　本間設備設計
　　　　　　担当／本間政行　
８　施工監理
　　建築　長岡造形大学山下研究室・大原技術
　　　　　長岡造形大学山下研究室
　　　　　　担当／山下秀之　山下真理子
　　　　　大原技術
　　　　　　担当／丸山由春　朝野剛 （長岡造形大学より出向）
　　　　　長岡市建築住宅課
　　　　　　担当／南波紀子　齋藤なつみ
　　電気　本間設備設計
　　　　　　担当／本間政行
　　　　　長岡市建築住宅課
　　　　　　担当／野崎敏行
９　施工
　　建築　大石組
　　　　　　担当／石坂昭夫　片山善作　松井洋介　山本勉　小方光男
　　電気　良電社
　　　　　　担当／山田義則
　　歌碑　ト アー
　　　　　　担当／桜井カツエ　佃淳平
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１　施設概要
　敷地面積　　8,921.11m2
　建築面積　　323.86m2
　延床面積　　323.86m2 （ただし、既設部分は含まず）
　建蔽率　　　既設も含め6.17%（許容：無指定）
　容積率　　　既設も含め6.52%（許容：無指定）
　階数　　　　地上1階
　工期　　　　2009年6月～2009年9月
　工事費　　　総工費　118,597,500円 （ただし、歌碑は含まず）
　所在地　　　新潟県長岡市山古志南平
　主要用途　　屋外観覧場（増築：上床式）　
　　　　　　　メモリアルギャラリー （新築：見晴し台と擁壁）
　　　　　　　既存施設（修繕）
　建主　　　　長岡市
　地域地区　　都市計画区域外
　道路幅員　　東8m
　駐車台数　　360台
２　各種寸法
　最高高　　　空中観覧席　6,500mm
　　　　　　　メモリアルギャラリー　3,750mm
　主なスパン　3,050mm×5,080mm
３　構造・設備
　主体構造　　鉄筋コンクリート構造
　杭と基礎　　ベタ基礎
　雨水排水　　暗渠管、透水暗渠管、既製U字側溝 （コンクリート蓋）、排水枡
　電気設備　　放送設備　全天候型スピーカ集中方式
　　　　　　　設備容量　16.3kVA
　　　　　　　契約電力　15.0kVA
４　工程
　計画検討　　2007年  7月～2008年3月
　設計期間　　2008年12月～2009年3月
　施工期間　　2009年  6月～2009年9月
５　外部仕上げ
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　床・階段　（踏面・蹴上げ共）　
　　モルタル刷毛引き仕上げ　含浸性コンクリート表面保護材塗布
　壁・腰壁・柱・上げ裏面　
　　コンクリート打放し仕上げ　含浸性コンクリート表面保護材塗布
　排水溝　
　　防水モルタル金ゴテ仕上げ　含浸性コンクリート表面保護材塗布　
　　ウレタン塗膜防水
　腰壁天端
　　コンクリート打放し仕上げ補修　含浸性コンクリート表面保護材塗布 
　　フッ素樹脂塗装クリア
　座面　　　
　　木材プラスチック再生複合材張り
　上げ裏　　
　　転用ボードウォーク張り　ポリウレタン塗装クリア
　土留め壁　
　　杉丸太φ90　防腐剤注入
　固定手すり　
　　SUSパイプ48.6φHL仕上げ
　脱着式手すり支持柱　
　　SUSチャンネル2×100×50×20×3.2 HL仕上げ
　脱着式手すり子　
　　ヒノキ2×□-90×45木材保護塗装ナチュラル
　脱着式手すり　
　　ナイロン製ロ プーΦ10＠150、SUSワイヤーΦ9ゴムホ スーかぶせ
　脱着式取組表示板　
　　アルミ複合板t3
■　メモリアルギャラリー
　シンボルマーク・壁画
　　黒御影石t30、サンドブラスト・ビシャン・バーナ ・ー手彫り仕上
　ギャラリーパネル
　　アルミ複合版t3　高硬度・高耐候性印刷写真パネル
　写真提供
　　片桐恒平　高橋純治　山下秀之　澤田雅浩　草間写真館　
　　長岡市山古志支所　国土交通省湯沢砂防事務所
　施設名表示サイン
　　ステンレスプレートt2切り文字　HL仕上げ
　インフォメーションパネル
　　アルミパンチングメタルt3アルマイト仕上げ
　階段・踏面　
　　コンクリート豆砂利洗い出し　蹴上　コンクリート打ち放し仕上げ
　壁および腰壁の垂直面　
　　コンクリート打放し仕上げ　含浸性コンクリート表面保護材塗布
　壁一部
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　　外装塗装の塗り直し
　　（外面：可とう形外装塗装材Eゆず肌仕上げ、内面：同E平坦仕上げ）　
　既設トイレ　
　　外装塗装の塗り直し（外面：可とう形外装塗装材Eゆず肌仕上げ）
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　　中古を転用　塗装の塗り直し（SOP仕上げ）
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　　楕円すり鉢状に整地、既設ベンチの敷き直し、ノシバ張り
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